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かぐやLRS/WFCで観測された月の磁気・プラズマ環境に依存する自然
波動現象の特性解析

Plasma waves depending on magnetic and plasma environment around
the moon observed by LRS/WFC onboard KAGUYA
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かぐや衛星にはLRS(月レーダサウンダー)のサブシステムとしてWFC(波形捕捉受信機)が搭載さ
れている。WFCは1本が15mの2対のダイポールアンテナにより、月周辺の自然波動観測を行
い、100Hzから100kHzの電界波形を観測するWFC-Lと、1kHzから1MHzまでを周波数掃引して
観測するWFC-Hから構成される。
 月には地球のような大域的な磁場は存在しないが、局所的に磁場を持つ磁気異常帯が存在す
る。これらの磁気異常帯では月表面近傍のミニ磁気圏と呼ばれる領域が形成されていると考えら
れ、プラズマ物理の観点からも大変興味深い地域といえる。本研究では、月の磁気異常近傍に着
目し、WFCで観測された自然波動現象の特性を解析する。
 WFC-Hによるスペクトル観測結果から、磁気異常帯上空で、特に1kHzから数kHzにかけての
強い広帯域波動が観測されやすいことが示された。特に、磁気異常帯が昼夜境界に位置する条件
下で活発な波動現象が見られ、特に太陽風に対して下流寄りが卓越していることが明らかになっ
た。本報告では、背景磁場や太陽風のパラメータ、さらに粒子観測データと比較し、月の磁気異
常帯近傍における自然波動の空間分布特性を中心に解析結果を報告する。
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